
高瀬川直轄管理50年の歩み

国土交通省 東北地方整備局



小川原湖・高瀬川流域の
恵み、生業、自然環境
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●高瀬川流域の概要

項目 諸元 備考

幹線流路
延長

64km

流域面積 867km2

小川原湖面積 63km2 汽水湖で5位

流域内
市町村

2市4町1村

十和田市、三沢市、
七戸町、六戸町、
東北町、おいらせ町、
六ケ所村

流域内
市町村人口

17.6万人 R2年度国勢調査結果
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小川原湖の内水面漁業

シジミ採り

主要な魚種の漁獲量湖沼別順位

全国順位 シジミ シラウオ ワカサギ

第1位
宍道湖
(3,880t)

小川原湖
(287t)

小川原湖
（348t）

第2位
十三湖
(1,465t)

霞ヶ浦
(179t)

八郎湖
（198t）

第3位
小川原湖
(850t)

八郎湖
(17t)

網走湖
（173t）

第4位
涸沼

（815t）
網走湖
（9t）

霞ヶ浦
(72t)

出典：令和2年 漁業・養殖業生産統計（農林省）

湖面利用（カヌー）

●地域の生活に根差す小川原湖

氷下曳き漁
シガビキ

船曳き漁
フナビキ

賑わう湖水浴の様子



豊かな自然環境
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カワツルモシャジクモ

オオセッカ

コジュリン

鳥獣保護区範囲

特別鳥獣保護区範囲

仏沼

汽水性植物淡水性植物

希少な鳥類が多く生息するため、
ラムサール条約湿地に登録
オオセッカの国内最大の繁殖地
日本の重要湿地500に選定。

汽水性・淡水生の植物が混在して存在する珍しい環境

小川原湖

太平洋



洪水の歴史
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●代表的な洪水被害状況

高瀬川における洪水被害一覧
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洪水名
流域平均
2日雨量

湖水位 被害概況

昭和33年9月洪水 台風22号 210mm
TP+2.79m
（戦後最大）

死者 3人、負傷者 17人
住家損壊流失 151戸、床上床下浸水 2,801戸
浸水面積 3,150ha

昭和41年6月洪水 台風4号 142mm TP+1.37m
住家半壊床上浸水 85戸、床下浸水 57戸
農地浸水面積 3,287ha(流域市町村全体)

昭和43年8月洪水 低気圧 158mm TP+1.31m
住家半壊床上浸水 106戸、床下浸水 93戸
農地浸水面積 108ha、宅地等浸水面積 90ha

平成2年10月洪水 低気圧 182mm TP+1.11m
家屋半壊 1戸、床上浸水 143戸、床下浸水
96戸
浸水面積 2,600ha

平成6年9月洪水 前線 173mm TP+1.11m
床上浸水 21戸、床下浸水 67戸
農地浸水面積 139ha、宅地等浸水面積 7ha

平成10年9月洪水 低気圧 138mm TP+1.26m
床上浸水 7戸、床下浸水 5戸
農地浸水面積 317ha、宅地等浸水面積 1ha

平成18年10月洪水 低気圧 168mm
TP+1.52m
（第2位）

床上浸水 9戸
農地浸水面積 55ha

平成19年11月洪水 低気圧 173mm TP+1.16m
床上浸水 1戸、床下浸水 2戸
農地浸水面積 47ha

平成23年9月洪水
前線及び
台風15号

128mm TP+1.25m 農地浸水面積 1.83ha

平成28年8月洪水 台風10号 146mm TP+1.36m 床下浸水 3戸（内水）

令和3年8月洪水 低気圧 145mm TP+1.23m 農地浸水面積 295ha

小川原湖

平成2年10月洪水

令和3年8月洪水

東北町入沼地区、栄沼地区

小川原湖

東北町旭地区、栄沼地区

支川堤防決壊（東北町入沼地区）

小川原湖

昭和33年9月洪水



●既往最大規模の洪水被害（S33.9洪水）
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上北町 旭

昭和33年9月洪水 新聞記事

上北町 栄沼

S33年9月洪水の浸水被害の様子

昭和33年9月洪水を契機に
放水路開削

(S37高瀬川全体計画)

現川河口部が米軍規制区域に指定
堆積砂州の維持管理ができなくなり
甚大な被害となる

高瀬川放水路



●近年発生した洪水被害（R3.8洪水）
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R3.8洪水による被害の様子

堤防決壊直後の様子

農地浸水面積 295ha

七戸川

小川原湖

七戸川

ポンプ車による排水の様子



１９７２年（昭和４７年）の
社会情勢（時代背景）
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●高瀬川直轄管理の経緯と時代背景
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S44 新全国総合開発計画
• 人口の過密化、過疎化解消のため、人口と産業の効率的分散を図るため
の拠点開発方式に基づく開発計画を立案

• その拠点としてむつ小川原開発地区が選定。国、県、産業界が一体となり
「むつ小川原総合開発会議」を立ち上げ事業に着手

• むつ小川原総合開発の一環である小川原湖総合開発（S47）を担うため、
高瀬川総合開発工事事務所（現高瀬川河川事務所）が開設

• 上記のような流域の社会、経済情勢の変化に伴い高瀬川水系が一級水系
として指定された（S47.4）

小川原湖総合開発

むつ小川原総合開発

国土交通省（旧建設省）

青森県

六ケ所村

産業界

S47

高度経済成長（1954年～）
• 人口、産業の大都市集中が顕著になり、人口の過密化、過疎化が深刻化



小川原湖総合開発の概要と
建設省（当時）の役割
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■利水

〇流水の正常な機能の維持

●小川原湖総合開発事業の目的
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■治水 工業基地整備

工業用水の確保

農業用水の確保

都市用水の確保

既得水利の確保

治水事業
・洪水、高潮被害の軽減
・塩害防止

• 小川原湖周辺の洪水除去及び高潮防除

• 小川原湖周辺の既得用水の補給等流水
の正常な機能の維持

• 高瀬川沿岸の農地に対するかんがい用水
の補給（専用施設の新設、または拡張）

• 小川原湖周辺地区に対して小川原湖から
の都市用水の取水を可能にさせる

• 青森県に対し小川原湖から工業用水の取
得を可能にさせる

〇かんがい

〇都市用水

〇工業用水



●小川原湖総合開発における事業内容
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工業用水

水道用水

農業用水
（国営・県営）

河口堰の建設

既得用水

【治水】
・河口堰の建設（塩分遡上防止、高潮防除）
・湖岸堤の建設（洪水の氾濫防止）
・放水路の拡幅（洪水時の湖水位低下）

【利水】
・河口堰の建設（淡水化）

小川原湖 太平洋
淡水化



【審議委員会（H8.10、H11.4）】
• 水需要が見込まれなくなったため、小川原湖淡水化計画
を撤回すべきである。

• 治水事業は今後とも積極的に進めていく必要がある。

【東北地方整備局】
• 小川原湖淡水化計画を撤回する。
• 治水対策を進める

●小川原湖総合開発の中止

社会情勢の変化により・・・

H15.3 小川原湖総合開発 事業中止



現在の事業概要
（整備計画メニュー）

16



●現在の事業概要の経緯

治水、利水、に加えて環境の総合的な
河川整備計画の作成が位置付けられ
る

H16：河川整備基本方針 策定
H18：河川整備計画 策定

• 堤防整備（H25完成）
• 放水路拡幅（詳細検討中）
• 水環境改善（一部実施）
• 維持管理

河川法の改定（H9）



●洪水、高潮等による災害の防止又は軽減に関する整備
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※高瀬川洪水浸水想定区域図（計画規模）（平成28年5月31日公表）

田ノ沢堤防

舟ヶ沢堤防

中志堤防

小川原湖
倉内堤防

小川原湖

小川原湖

小川原湖

（平成19年完成）

（平成25年完成）

（平成21年完成）

（平成19年完成）

中志
チュウシ

倉内
クラウチ

田ノ沢
タノサワ

舟ヶ沢
フネガサワ

高瀬川放水路

高瀬川

太平洋

高
瀬
川
放
水
路

田ノ沢
タノサワ

（平成25年完成）

田ノ沢堤防

• 昭和33年9月洪水と同規模の洪水から家屋浸水被害を防止
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※高瀬川洪水浸水想定区域図（計画規模）（平成28年5月31日公表）

●小川原湖における水環境整備

• 流域対策・流入河川対策と連携し湖内の負荷削減

置砂

矢板護岸
シジミの生育場

ゴミの回収

矢板護岸等の前面に
置砂を行うことによ
り、沈水植物の枯死
体やゴミの回収を容
易にします。

養浜工

底泥表面を砂で覆うことにより、底
泥からのアオコ原因藍藻類巻上り防
止、底質の改善を図ります。

覆
砂

対策実施後

対策実施前

アオコ等原因藍藻類の巻き上が
りを抑制

アオコ等原因藍藻類の巻き上がり

底泥

底泥

ウエットランドのイメージ図

流入河川の河口部に設置するウエットランドへの懸濁物質の
沈殿により流入負荷を低減させます。

砂土路川から分水
河道を拡張し、本流と分画

流速低減

粗い粒子から徐々に沈降・堆積
（負荷の補足）

微細な粒子は通過
し、砂土路川に合流

養浜工 覆砂

ウェットランド
水質自動監視装置

養浜工
ウエットランド

覆砂

整備済み：

整備候補：

凡 例

養浜工

養浜工



●河川環境の整備と保全に関する事項
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汽水環境の保全 自然な岸辺の再生

現在の矢板護岸前面に土砂を
再利用した置砂を行い、自然
の岸辺再生を図る



●河川環境の整備と保全に関する事項
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ウエットランド 覆砂試験施工

養浜工



そして流域治水へ
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1935 1940 1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

潮
位
（
c
m）

平均潮位 近似線(1975年～2016年) 八戸検潮所 むつ小川原(八戸の観測基準面換算値)

傾き：0.3cm/年

※八戸観測所は2011に閉局

H14年(2002年)からR3年(2021年)の潮位上昇量
0.3cm/年×19年≒6cm

潮位増加傾向

震災の影響と
考えられる

むつ小川原

八戸

方針検討時
（H14年）

高瀬川河口沿岸潮位の経年推移

●気候変動による影響
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1時間降水量80mm以上の年間発生回数の経年変化日降水量200mm以上の年間日数の経年変化

気候変動により豪雨の
発生頻度が増加

■気候変動に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化

気候変動
シナリオ

降雨量 流量
洪水発生
頻度

２℃上昇時 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

４℃上昇時 約１．３倍 約１．４倍 約４倍

降雨量変化倍率をもとに算出した、流量変化倍率と洪水発生頻度
の変化の一級水系における全国平均値

※ ２℃、4℃上昇時の降雨量変化倍率は、産業革命以前に比べて全球平均温度がそれぞ
れ2℃、4℃上昇した世界をシミュレーションしたモデルから試算

※ 流量変化倍率は、降雨量変化倍率を乗じた降雨より算出した、一級水系の治水計画の
目標とする規模（1/100～1/200）の流量の変化倍率の平均値

※ 洪水発生頻度の変化倍率は、一級水系の治水計画の目標とする規模（1/100～1/200）
の降雨の、現在と将来の発生頻度の変化倍率の平均値
（例えば、ある降雨量の発生頻度が現在は1/100として、将来ではその発生頻度が1/50
となる場合は、洪水発生頻度の変化倍率は２倍となる）



●全国各地における洪水被害の発生状況
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■毎年のように全国各地で浸水被害が発生

【平成27年9月関東・東北豪雨】

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害
（茨城県常総市）

②小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

【平成28年8月台風第10号】 【平成29年7月九州北部豪雨】

③桂川における浸水被害
（福岡県朝倉市）

【平成30年7月豪雨】

④小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

【令和元年東日本台風】 【令和2年7月豪雨】

【令和3年8月からの大雨】

⑤千曲川における浸水被害
(長野県長野市)

⑥球磨川における浸水被害
（熊本県人吉市）

⑦池町川における浸水被害
（福岡県久留米市）

【令和4年8月からの大雨】

⑧最上川における浸水被害
（山形県大江町）

⑤千曲川における浸水被害
(長野県長野市)

⑥球磨川における浸水被害
（熊本県人吉市）

⑦池町川における浸水被害
（福岡県久留米市） ※ここに例示したもの以外にも、全国各地

で地震や大雨等による被害が発生

③

②

①
④

⑤

⑥
⑦

⑧

～そして流域治水へ



●そして流域治水へ

気候変動を踏まえた水害対策の在り方について 答申（令和2年7月）より 25

三本木


